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修理用資材需給等実態調査（第二期）年次計画表（調査対象地域）

ご 昭和 53年度 昭相 54年度 昭和 55年度

瓦土 新潟、愛li1（三州）、奈良ょ：、
枯 兵庫島根屑血愛媛（ 長崎

土
煉瓦土 （兵扉）、長崎 （大阪）煉瓦

顆
叩き土 愛知、長崎

壁土 東京、京郁、大阪、兵庫

石 消石灰 栃木，埼玉，岐阜，（高知）

灰 千葉、広島、高知、・長崎
類 貝灰

佐賀、憔本

左官材料・ のり 北海道、宮城

石
岩手、宮城（天然スレート）
栃木、静岡（凝灰岩）（安山岩）

材 長崎熊本（凝灰岩） （砂岩）

等 北悔道（凝灰岩）
福井、岐阜（凝灰岩）（安山岩）

文化財建造物修理Ill資材需給等実態舅査（第三期）年次計
(1111査対象嬉域）

昭和 56年度

襖 紙 ・ 1福井県？認紙）

烏の子等滋賀県大津市
（近江鳥の子）

岐阜県美濃市

障子紙等I 、
（美濃紙）

長野県飯山市
（内山紙）

茨城県山方町

その他 1
（西の内紙）

栃木県烏山町
（程村紙）

昭和 57年度

福岡県八女市―
（八女紙）

兵庫県西宮市
（間似合紙）

埼玉県小川町
（細川紙）

近
年
の
社
会
状
勢
の
急
激
な
変
化
は
、
伝
統
的
技

術
伝
承
の
土
台
と
な
る
資
材
の
入
手
難
等
、
文
化
財

建
造
物
の
修
理
を
実
施
し
て
行
く
う
え
に
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

文
化
庁
で
は
文
化
財
建
造
物
保
存
事
業
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、
特
に
建
造
物
修
理
に
必
要
な
材

料
の
う
ち
、
産
出
量
の
激
減
等
に
伴
っ
て
、
入
手
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
伝
統
的
な
材
料
に
つ
い
て
、
年

次
計
画
に
基
づ
き
、
順
次
そ
の
需
給
等
の
実
態
調
査

を
実
施
し
て
き
た
。

昭
和
五
十
ー
五
十
二
年
度
（
第
一
期
）
は
、
檜
、

漆
、
茅
、
檜
皮
な
ど
の
植
物
性
材
料
、
五
十
三
i

五
十
五
年
度
（
第
二
期
）
は
粘
土
類
（
瓦
、
煉
瓦
、

叩
き
土
、
壁
土
）
石
灰
類
（
消
石
灰
、
貝
灰
）
、
左
官

材
と
し
て
の
（
の
り
）
、
石
材
等
の
鉱
物
性
材
料
、
五

十
六
ー
五
十
七
年
度
（
第
三
期
）
は
和
紙
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
（
別
紙
参
照
）

調
査
の
内
容
は
「
生
産
に
係
る
地
域
の
現
状
及
び

数
量
に
関
す
る
こ
と
」
「
地
域
及
び
生
産
方
法
の
別
に

滅
少
し
て
行
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
手
作
り
を
必
要

と
す
る
鬼
瓦
、
軒
瓦
等
の
役
瓦
の
製
作
技
術
者
の
後

継
者
養
成
等
に
対
し
て
な
ど
、
そ
の
有
効
な
手
を
打

つ
必
要
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ロ
左
官
材
料
漆
喰
塗
壁
に
必
要
な
消
石
灰
、
貝

灰
に
つ
い
て
は
、
製
造
工
程
の
近
代
化
に
伴
う
大
量

生
産
方
式
に
よ
る
品
質
に
問
題
が
あ
り
、
施
工
後
の

亀
裂
の
発
生
の
防
止
、
耐
久
性
の
保
持
の
た
め
適
度

の
粒
度
分
布
、
保
水
性
等
が
必
要
で
、
伝
統
的
な
製

法
に
よ
る
材
料
を
必
要
と
す
る
文
化
財
建
造
物
修
理

に
不
適
な
製
品
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

一
方
、
在
来
の
製
造
手
段
に
よ
っ
て
い
る
製
造
所

も
あ
り
、
消
石
灰
で
は
栃
木
県
、
高
知
県
、
貝
灰
で
は
香

川
県
、
熊
本
県
等
に
於
て
僅
か
な
が
ら
生
産
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
製
造
所
附
近
の
都
市
化
に
よ

り
移
転
が
迫
ら
れ
て
い
た
り
、
後
継
者
の
確
保
が
難
し

い
等
、
そ
の
助
成
に
つ
い
て
早
急
な
対
策
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。

ハ
の
り
貝
灰
、
消
石
灰
と
と
も
に
漆
喰
壁
に
必

要
な
「
の
り
」
と
し
て
の
「
ぎ
ん
な
ん
そ
う
」
「
つ
の

ま
た
」
は
、
北
海
道
等
の
産
地
の
海
に
は
十
分
あ
る

に
拘
ら
ず
、
「
化
学
の
り
」
の
普
及
に
よ
っ
て
最
近
で

は
「
の
り
」
と
し
て
の
出
荷
が
少
な
く
な
り
、
食
品

な
ど
別
の
用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
海
産
物
で
あ

る
の
で
採
集
時
期
（
五
ー
六
月
）
の
前
に
発
注
し
て
、

労
力
に
見
合
っ
た
収
入
が
あ
れ
ば
、
良
質
の
材
料
が

供
給
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

二
叩
き
土
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
民
家
の
土
間

な
ど
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
エ
法
で
あ
る
が
、
現

よ
る
材
料
の
品
質
の
差
異
に
関
す
る
こ
と
」
「
調
査
結

果
の
分
析
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
で
、
学
識
経
験
者

を
調
査
員
に
委
嘱
し
、
産
地
の
現
状
調
査
等
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

H

植
物
性
材
料

植
物
性
材
料
に
つ
い
て
は
五
十
三
年
度
に
詳
細
な

結
果
の
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は

省
略
す
る
が
、
調
査
の
結
果
を
う
け
て
、
屋
根
葺
材

料
と
し
て
の
茅
場
の
造
成
、
保
管
庫
建
設
等
を
補
助

事
業
と
し
て
と
り
あ
げ
る
な
ど
の
実
効
対
策
を
実
施

に
移
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
ほ
か
檜
皮
に
つ
い
て

も
立
木
か
ら
良
材
を
得
る
た
め
、
先
ず
重
文
所
有
者

の
持
山
、
境
内
林
等
か
ら
檜
皮
を
採
取
す
べ
く
協
力

を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
遂
次

そ
の
確
保
に
つ
い
て
実
行
に
移
し
て
い
る
。

⇔
鉱
物
性
材
料

イ
瓦
瓦
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
都
市
開
発
の
進

行
に
伴
う
原
土
の
採
取
難
。
生
産
工
程
の
機
械
化
に

伴
い
凍
害
を
受
け
易
い
瓦
が
出
来
る
な
ど
品
質
の
変

で
は
文
化
財
建
造
物
の
修
理
以
外
で
は
全
く
需
要

が
な
く
、
市
場
性
の
あ
る
も
の
で
な
い
。
し
か
も
本

来
手
近
な
土
を
用
い
て
施
工
し
て
い
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
地
方
に
よ
っ
て
使
用
す
る
土
の
種
類
や
、
砂
、

苦
汁
等
を
混
合
す
る
割
合
、
工
法
等
が
異
な
り
、
―

現
在
で
は
高
令
な
棟
梁
級
の
人
で
な
け
れ
ば
施
工
出

来
ず
、
早
急
に
正
確
な
記
録
を
と
り
、
後
継
者
の
養

成
を
行
う
等
、
技
術
の
把
握
と
伝
承
が
、
必
要
で
あ

る。ホ
壁
土
は
特
に
上
塗
用
の
土
物
壁
材
料
が
問
題
で
、

衆
楽
土
、
錆
土
、
白
土
等
は
桃
山
時
代
以
降
に
京
都

を
中
心
と
す
る
近
畿
地
方
の
茶
室
等
に
使
わ
れ
て
発

達
し
た
も
の
で
あ
る
。
衆
楽
土
は
茶
褐
色
の
色
土
で

現
在
ま
で
和
風
住
宅
等
に
最
も
普
及
し
て
き
た
上
塗

専
用
土
だ
が
、
本
場
物
は
京
都
市
中
心
部
の
地
下
二

メ
ー
ト
ル
以
下
の
層
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第

二
次
大
戦
後
は
市
街
化
に
よ
っ
て
次
第
に
採
掘
困
難

と
な
り
、
現
在
で
は
計
画
的
な
採
掘
は
全
く
不
可
能

に
な
っ
て
い
る
。
僅
か
に
下
水
道
と
か
ビ
ル
工
事
の

際
に
便
乗
し
て
偶
発
的
に
採
取
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

将
来
と
も
多
く
を
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
五

十
四
年
度
に
採
掘
さ
れ
た
量
は
二
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
程

度
で
一

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
の
壁
の
仕
上
げ
量
に
も

充
た
な
い
量
で
あ
る
。

錆
土
に
つ
い
て
は
か
つ
て
大
阪
天
王
寺
附
近
で
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
土
そ
の
も
の
の
存
在
す
ら
忘

れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
本
場
も
の
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
京
都
大
亀
谷
地
区
の
も
の
が
色
調
等
似
て
い

る
が
、
こ
れ
は
水
ご
ね
し
た
場
合
、
施
工
性
、
耐
久

性
に
劣
る
も
の
で
あ
る
。
文
化
財
建
造
物
用
と
し
て

-15― 

は
じ
め
に

岐阜県白川村の茅場（13.000m'の広さがあ

る）と保管庫

調
査
結
果
に
つ
い
て

長

谷

川

良

夫

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
建
造
物
課
文
化
財
調
葦
官

-14― 



本
場
物
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
埋
蔵
推
定
地
区
を

指
定
す
る
な
ど
思
い
切
っ
た
対
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

白
土
は
滋
賀
県
産
の
も
の
を
最
高
と
し
「
江
州
白
」

の
別
名
が
あ
り
、
大
津
壁
の
名
称
も
こ
の
土
を
用
い

た
壁
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
蒲
生

郡
竜
王
町
の
山
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
需
要
の
減
少
し
た
こ
と
と
、
砂
防
ダ
ム

の
関
係
で
採
掘
は
十
年
程
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
上
塗
の
土
物
壁
材
料
は
若
干
の
加
工
が

必
要
で
あ
る
。
衆
楽
土
な
ど
は
、
児
頭
大
の
塊
に
し
て

天
日
に
よ
り
乾
燥
さ
れ
、
揚
き
砕
い
て
粉
体
と
す
る
。

粉
砕
に
は
機
械
（
ミ
ル
）
に
よ
る
よ
り
も
、
旧
来
の
臼

と
杵
に
よ
る
も
の
の
方
が
施
工
上
、
耐
久
上
良
い
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
旧
来
の
方
法
で
加
工
し
て
い
る

も
の
は
す
で
に
一
社
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
保
護
育

成
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

各
種
新
建
材
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
普
通

の
建
築
物
に
対
す
る
旧
来
の
日
本
壁
の
適
用
は
激
減

し
、
将
来
そ
れ
が
復
活
す
る
と
は
業
界
で
も
思
っ
て

い
な
い
の
で
縮
小
の
方
向
に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
の
状

態
を
放
置
す
れ
ば
や
が
て
は
文
化
財
の
修
理
で
も
色

土
の
入
手
は
ま
す
ま
す
困
難
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

ヘ
石
材
に
つ
い
て
は
、
明
治
洋
風
建
築
に
も
よ
く
使

わ
れ
た
笏
谷
石
、
大
谷
石
、
伊
豆
石
等
の
凝
灰
石
に
つ

い
て
資
源
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
。
笏
谷
石
の
産
地

は
、
福
井
市
の
東
郊
外
に
当
た
る
小
山
谷
を
中
心
に

集
中
し
て
い
る
。
．
笏
谷
石
は
採
掘
の
歴
史
も
古
く
、

丸
岡
城
の
天
守
の
石
瓦
を
初
め
文
化
財
建
造
物
に
も

広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
地
表

で
の
採
掘
は
終
り
、
地
下
九
十
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ

ル
で
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
栃
木
県
の
大
谷
石
は

一
部
は
地
表
で
も
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
大
半

は
地
下
三
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
採
掘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
両
者
と
も
地
下
深
い
所
で
の
作
業
で
あ
る
た
め

作
業
環
境
は
悪
い
が
、
差
し
当
た
っ
て
埋
蔵
量
に
は

不
安
は
な
い
、
し
か
し
長
期
的
に
は
問
題
が
あ
る
。

伊
豆
石
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
伊
豆
半
島
西
部
の

長
岡
か
ら
江
間
地
区
を
中
心
に
多
く
産
出
さ
れ
、
江

間
石
、
田
之
洞
石
、
本
目
石
等
と
称
さ
れ
た
。
重
要
文

化
財
建
造
物
の
久
能
山
東
照
宮
の
基
壇
石
、
石
楊
な

ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
こ
れ

ら
の
、
昔
は
普
通
に
使
わ
れ
て
い
た
特
等
品
級
の
石

材
は
す
で
に
採
掘
し
尽
く
さ
れ
、
現
在
で
は
色
調
、

石
質
と
も
に
劣
る
三
等
品
以
下
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
文
化
財
の
修
理
に
は
、
色
調
、

石
質
の
似
て
い
る
大
谷
石
又
は
笏
谷
石
に
代
替
す
る

他
は
な
い
。

天
然
ス
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
陸
前
高
田

市
及
ぴ
宮
城
県
桃
井
郡
雄
勝
町
に
産
出
す
る
。
明
治

洋
風
建
築
等
の
屋
根
葺
材
と
し
て
一
時
期
は
多
く
用

い
ら
れ
た
。
し
か
し
寒
冷
地
で
の
凍
害
に
よ
る
割
れ

が
起
る
な
ど
屋
根
葺
材
と
し
て
疑
問
視
す
る
向
き
も

あ
っ
て
、
需
用
が
途
絶
え
て
い
た
が
今
回
の
調
査
で

資
源
の
見
通
し
も
あ
り
、
ま
た
耐
寒
、
耐
久
性
に
も

優
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
問
題
は
む
し
ろ

葺
き
方
と
か
、
石
の
選
ぴ
方
に
問
題
が
あ
り
、
熟
練

し
た
葺
工
に
よ
る
施
工
が
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
後

継
技
術
者
の
確
保
の
意
味
か
ら
も
、
そ
の
需
用
を
永

続
さ
せ
る
こ
と
が
先
決
で
、
重
要
文
化
財
旧
米
沢
高
等

工
業
学
校
本
館
の
屋
根
を
始
め
、
幾
つ
か
の
文
化
財

修
理
事
業
で
こ
の
天
然
ス
レ
ー
ト
を
使
用
し
た
復
原

が
行
わ
れ
た
。

安
山
岩
等
、
石
垣
基
礎
等
に
使
用
す
る
間
知
石
、

角
材
等
硬
い
石
に
つ
い
て
の
問
題
点
は
、
安
価
な
コ

ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
ク
に
お
さ
れ
て
使
用
さ
れ
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
、
か
つ
て
の
こ
れ
ら
の
石
材
採
取
業

者
は
割
栗
石
等
の
砕
石
業
者
に
変
わ
っ
て
い
る
も
の

が
多
く
、
大
材
を
採
る
の
に
必
要
な
竪
、
槌
を
使
っ

た
伝
統
的
手
法
の
石
エ
の
後
継
者
が
絶
え
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
後
継
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
特

に
加
工
段
階
で
は
擬
灰
岩
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
今

回
の
調
査
で
各
調
査
員
の
一
致
し
た
報
告
と
な
っ
て

い
る
。一

期
か
ら
二
期
ま
で
の
調
査
を
通
し
て
、
こ
れ
ら

文
化
財
建
造
物
の
修
理
用
資
材
に
つ
い
て
は
、
社
会

状
勢
全
般
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、
急
速
に
そ
の
需

用
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
的
材
料
は
、
そ
の
採

取
方
法
、
技
術
な
ど
我
々
の
祖
先
が
永
い
間
か
か
っ

て
磨
き
上
げ
て
来
た
も
の
で
、
建
築
材
料
と
し
て
は

現
在
の
目
で
見
て
も
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

一
度
、
そ
の
伝
統
が
絶
え
て
し
ま
う
と
そ
の
復
活
は

容
易
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
材
料
な
し
で
は
文
化
財
の

本
当
の
意
味
で
の
修
理
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
、

そ
の
対
策
が
早
急
に
望
ま
れ
る
次
第
で
あ
る
。

- 1 6 -



定

価

年
間
購
読
料

0 0 0 

気今まにのこ委回全が写さは十要会今だ化先教さのの
が年し全先と員を国生しつ‘月謂環：きの生授と幅夭
しはた国生が会迎高々てた我号メが‘ま問のに文のき
ま‘°高のあのえ等しい石がでキ開メし題専執化広な
t寒 文立り立ま学くた井国紹シ催キたに門筆活さ特

さ 祭場ま場し校伝だ京代介コさシ゜つはし動に色：
御の にかすかた総つき大表し宣れコ い経てにあ
健お つらがら゜合てま教団て言まシ て済いつる
康と い宇‘執本文くし授のいにしテ 貴学たいL

をず て都今筆誌化るたに一まつたイ 重でだて云択
祈れ執宮月しで祭よ°会員すい゜で なすき名廷性
りが筆高号てはもう会議とがてこ世御がま古翌.
ま早 を校でい以今で議のし‘はの界意‘し屋頁
すい お坂はた前年すの模て今‘会文 見今た大マ
よ゚ 願本‘だには°雰様活月九譲化 を回°学

§ う い先高い教第 囲を躍号月の政 いは飯飯豊
ーな し生校た育六気描なで号概策た文田田か

9

9

ヽ
9
9
9
9
9
9

9ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
‘
,
‘
,
‘
,
’
'
‘
'
’
'
‘
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

~
広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先
~

i

株

式

会

社

ぎ

ょ

う

せ

い

営

業

課

一

i

T
E
L
(
O
三
）
二
六
八
ー
ニ
―
四
一
（
代
表
）
~

「
文
化
庁
月
報
」
十
一
月
号

（
通
巻
第
一
七

0
号

）

昭
和
5
7年
1
1月

2
5日
印
刷
•
発
行

編

集

文

化

庁

-TIOO
東
京
部
千
代
田
区
霞
が
関

3
丁
目
2
番

2
号

発
行
所
株
式
会
社
母
0

よ
l

つ
け
い

本
社
〒
I
o
I
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
T
目

4
番

12
号

営
業
所
〒
囮
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町
52
番
地

電
話
(

O

三
）
二
六
八
ー
ニ
ー
四
一
（
代
表
）

販
替
口
座
東
京
几
ー
一
六
一
番

印
刷
所
吟
行
政
学
会
印
刷
所

9
9
,
.
 

一
八

0
円
（
送
料
四
五
円
）

二
、
一
六

0
円
（
送
料
共
）

-31-


	文化庁月報（第170号：1982年11月）
	文化財建造物修理用資材需給等実態調査について（長谷川良夫）
	奥付




